
別紙様式５

令和５年度

改善方策

７月 １月

・基礎学力の定着を図る
・月2回以上の授業観察
・ｅライブラリ等の活用

(3)「自分には良いところがある」と肯
定的に回答する生徒【生徒指導】

70%

50%
１年57.9
２年31.3
３年71.4

63.2%
１年68.4
２年50.0
３年71.5

90% 3
学年ごとに生徒相互に評価し合う活動を取
り入れたことで，７月に比べて１・２年生の肯
定的評価の数値の向上が見られた。

A４
B２

(4)「生徒主体の行事や集会を楽し
みにしている」と肯定的に回答する
生徒【生徒指導】

80%

75.6%
１年73.7
２年75.0
３年83.4

65.7%
１年57.9
２年66.7
３年85.7

82% 3
１・２年生の肯定的評価が前回を下回った。
人前に出ることに苦手意識を持つ生徒の否
定的な評価が目立った。

A４
B1
N1

(5)「場に応じた適切なマナーが身に
ついている」と肯定的に回答する生
徒【生徒指導】

80%

83.3%
１年84.2
２年81.3
３年85.7

94.8%
１年100
２年91.7
３年85.7

118% 4

全学年で目標値を上回る結果となった。外
部の方が来校する機会を多く設定すること
により，生徒が「先言後礼」や「身だしなみ」
を意識するようになったと考えられる。

A５
B1

・地域に感謝し，貢献しよう
とする生徒を育成し，地域に
喜ばれる教育活動を推進す
る。

(6)「今住んでいる地域が好きだ」
「地域に貢献していると思う」と肯定
的に回答する生徒【教頭】

75%

75%
①全88.1
１年89.4
２年81.3
３年100

②全61.9
１年68.4
２年56.3
３年57.1

75%
①全81.6
１年86.2
２年66.6
３年100

②全68.4
１年73.7
２年66.7
３年67.2

100% 4

「今住んでいる地域が好きだ」81.6％、「地域
に貢献していると思う」68.4％であった。２つ
の数値を平均して達成値とした。
①２年生の意識の低下がみられる。
②地域貢献に対する生徒の意識の数値は，
実際に行っている活動とのつながりに生徒
の目を向けさせることができたために向上が
見られた。

A５
B1

・小・中・高の接続・連携教
育の充実を図る。

(7)「豊栄中学校で学んで良かった」
と回答する生徒・保護者・教職員の
割合【教頭】

85%

92.8%
生全81.0
１年84.2
２年75.0
３年85.7

94.2%
生全89.5
１年89.4
２年83.3
３年100

111% 4
生徒89.5％、保護者93.1％、教職員100％で
あった。３つの数値を平均して達成値とし
た。

A５

働き方改革の推進
・働きやすい職場づくりを推
進する。

・水曜日の部活動休養日
と定時退校日の設定

(8)「子どもと向き合う時間が確保さ
れている」と肯定的に回答する教職
員の割合【教頭】

80% 93.4% 93.4% 117% 4

「働き方改革」のもと、ICTの活用や、業務の
精選等の成果により、教職員が業務に対し
計画的に取り組み、生徒と向き合う時間を確
保できたと考える。

A５

(3)生徒相互に評価し合う活動では，単なる行
動面の評価だけではなく，行動面からどのよ
うな長所や成長が感じられたのか具体的な例
を示すなど内容面の向上を図っていく。ま
た，、否定的な評価の生徒に対しては，面談
等の個別の対応を行う。
(4)トレーニング集会・歌声集会・緑化集会等，
生徒主体で，縦割り班で成長を見続けていく
などの魅力的な活動を仕組んでいく。また，楽
しみながら活動させるとともに，生徒が自らの
頑張りを実感できるような，先輩からのメッ
セージ等の掲示等を工夫する。
(5)マナー講座の実施と関連させ，生徒朝会や
行事の際には折に触れて，礼や話を聞く姿勢
について全体指導を行ってきたことが数値の
向上につながったので，継続していく。
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　地域の活性化に
貢献できる学校づく
りの推進

・地域行事への参加

・異校種との積極的な交
流や連携

〇評価に基づいて詳細な課題分析が示され，今後に向け
た長期的改善方策が明示されています。
（６）地域に興味，関心を持っている生徒の育成が進んで
おり，素晴らしいと思う。
・地域とのつながりが児童の地域愛の向上へと結びつい
ていると思う。
・地域に根ざした学習の取組を，これからも期待している。
・自然の多い町なので，心で感じる学習ができると，色々
と学びが深まり，自信にもつながると思います。
①中３の生徒は豊栄地域に愛着をもっていることがわか
る。２年生で下がっていることの要因を知りたい。もしかす
ると調べ学習を進めていく中で課題のほうに視点が集まっ
ているのかもしれない。
・高率であった。今後とも地域を好きになってほしい。
②どの学年も上がっているのは，体験と結び付いているか
らであると思う。次年度に向けて，更に向上することが期
待される。
・地域貢献は難しいことであるが，折につけ地域とかか
わってほしい。
（７）高率で達成しており，地元愛が感じられた。
（８）働き方改革が進んでおり，先生方がゆとりを持つこと
で教育力があがっている。
・教職員の勤務が軽減され，働きやすい環境となってい
る。

(6)令和６年度より小中一貫教育が導入され
る。その中で，総合的な学習の時間を中心と
した取組の推進を図る。これまでの地域密着
の活動に加え，自然科学分野の体験学習を
計画している。そのような中で，生徒の地域に
対する思いを深めていきたい。
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2
自己指導力の育成
を目指した生徒指
導の充実

・自己肯定感と自己有用感
を高める教育活動を推進す
る

・継続的な体力づくりと健康
な体つくりを推進する

・緑化活動の推進

・主体性を尊重した生徒
会活動の推進

・命を大切にする防災教
室の実施

〇評価に基づいて詳細な課題分析が示され，今後に向け
た長期的改善方策が明示されています。
〇場の安全（安心で安全な学校）が満たされると，自分の
考えを発信できて，肯定感の向上につながり，学校生活も
楽しくなるように思う。
〇見た目だけの姿でなく，一人ひとりの内面的な姿に着目
された次年度の取組に期待が膨らむ。
（１）自分を客観視できるようになるために周囲の人からの
ほめ言葉や商人，信頼が自分の良さを認識できるように
なる良い手段であると思う。
（２）主体性を引き出す行事や集会が苦手意識のある生徒
の成功体験につながるとよい。縦割り班の取組は効果が
ありそうである。
・１年生，２年生の割合の向上が今後の課題である。３年
生は高率である。
（３）達成度が良好である。全体的にマナーは良く身につ
いている。
・マナーやあいさつはできると感じているが，自信を持てな
いのでしょうか。沢山，色々と経験してほしいです。

(1)①これまで自己を表現する力の育成に取り
組んできた。１年生は，年間を通じて様々な表
現活動を行うなかで、自己の力を客観視でき
るようになり，厳しい評価となったと考える。２
年生は、修学旅行等でのリーダーとしての経
験や、実践の場での表現活動を通して成長を
実感できたことが数値の向上につながったと
考える。
②学習支援が必要な生徒へのアプローチが
必要である。学習に目を向けさせる声掛けを
しながら，学びを実生活に活かす場面を具体
的に考える場面を積極的に設定すること等を
実施していきたい。
(２)実力テストの正答率が低い要因として、問
題文が理解できない読解力の不足があげら
れる。そこで，今後は次の２つの手立てを行っ
ていく。
①読解力向上：教科書の音読
②パターン練習：過去問題に取り組むことで，
長文の問題文から必要な情報を読み取る力
をつけていく。

(2)学力調査（実力テスト）の結果
が，全国平均点を上回る生徒の割
合【教務】

60% 46.6%

全39%
1年43%
2年23%
3年51%

65% 2

・目標値を下回る結果となった。各教科によ
る全国平均を上回る生徒は
1年生
国語68.4％   社会57.8％　数学26.3％
理科26.3％　英語36.8％
2年生
国語35.2％　社会35.2％　数学11.7％
理科23.5％  英語11.7％
3年生
国語71.4％  社会57.1％  数学42.8％
理科28.5％  英語57.1％  であった。

A２
B４

71.1%
①全65.8
１年63.2
２年75.0
３年57.2

②全76.3
１年73.7
２年83.3
３年71.4

102% 4

①「授業等で自分の考えを自分の言葉で表
現している」65.8％であった。１年生の肯定
的回答が減少し、２年生の肯定的回答が増
加した。
②「授業等で学んだことは実生活の中で活
かすことができる」76.3％であった。２年生の
肯定的回答が増加した。教室に位置づいて
いない生徒の否定的回答が目立った。
・２つの数値を平均して達成値とした。

A５
B1

〇評価に基づいて詳細な課題分析が示され，今後に向け
た長期的改善方策が明示されています。
〇改善策をしっかり実行の方お願いします。
（1）授業での取組や社会での活かし方などよくできてい
る。
①１年生については今後の改善方策を明記するとよい。２
年生は，いろいろな行事でリーダーとなりつつある時期で
あるため，今後もしっかり認め，自信をつけさせると更に肯
定的評価が伸びそうである。
・小さい学校ならではの発表する場面が多くなることを利
用して，自分の考えを表現することを進めてほしい。
・これまでの自己を表現する力の育成に向けた積み重ね
が成果として出ている。
・体験や経験の場を積むことが自己を磨くことにつながっ
ている。
（２）読解力の向上に期待します。
・乗り入れの高校の教師とも連携がさらに深まればよい。
・２年生の数学，英語が低かった。全体的に２年生の頑張
りを期待したい。

コメント 改善方策
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1
主体的・対話的で深
い学びの充実

・自己を表現する力の育成
を図る

・ＩＣＴ機器の効果的な活
用

・キャリア教育に係る校内
研修の定期的実施

・自己表現の育成に係る
校内イベントの実施

・全教科全定期試験に表
現・活用問題を出題

(1)①「授業等で自分の考えを自分
の言葉で表現している」、②「授業等
で学んだことは実生活の中で活か
すことができる」と肯定的に回答す
る生徒【教務・研究】

70%

66.7%
①全61.9
１年73.7
２年50.1
３年57.2

②全71.4
１年78.9
２年57.5
３年71.4

目
標
値

達成値
達成度 評価 結果と課題の分析 評価

　　　　　　　　・ふるさと「豊栄」を大切にし，貢献しようとする生徒

評価計画 自己評価 学校関係者評価

項
目

重
点

中期経営目標 短期経営目標
目標達成のための方

策
評価項目

学　校　評　価　表 （　最終評価　） 東広島市立豊栄中学校

学校教育目標 よりよく生きる
～　自律　・　貢献　・　感謝　～

経営理念

＜ミッション＞　温たかなつながりと感動とともに、豊栄の地に質の高い教育を提供する
＜ビジョン＞・夢や志に向かって，自分の頭で考え，自分の心で決め，挑戦し，努力し続ける忍耐力と行動力を持つ生徒

　　　　　　　　・学ぶことを大切にし，自分の考えを自分の言葉で伝え，振り返り，深めることができる生徒

　　　　　　　　・自他の生命を尊重し合い，いじめや偏見・差別を許さない生徒

■自己評価
４…目標を上回って達成 （１００ ≦ 目標達成）

３…目標どおりに達成 （ ８０ ≦ほぼ達成 ＜ １００）
２…目標をやや下回って達成 （ ６０ ≦ もう少し ＜ ８０）

１…目標をかなり下回って達成 （できていない ＜ ６０）

■学校関係者評価
Ａ…とても適切である Ｂ…概ね適切である
Ｃ…あまり適切でない Ｄ…全く適切でない
（Ｎ…判定できない）


